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はじめに
　都市と大学は，多年掛かって共に文化を創出し創造して来た。ドイツの
都市史と大学史をひもといて気が付く顕著な特徴は，文化史の一環として，
両者が渾然一体，恰も共同の文化領域を織り成す如くとらえられ，相互に
交錯しながら叙述されていることである。ドイツでは，日本と違って，昔
から一都市に公立の一大学を設立するのが概ね通例であったから，大学史
は都市史の一環であったとも言えよう。私は本誌に既に発表した論文（63
巻2／3号）で，先ずヨーロッパとドイツの大学の起源について触れた後に，
共に首都の経験をもつボンとベルリンの都市史と大学史を略述しつつ，都
市と天学の相互関係と相乗効果についての分析と検討を試みた。本稿は，
その続編を成すものである。都市が大学を育んだか，それとも，大学が都
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市の文化的理想的な町造りを助長・促進したか，いずれにせよ興味深いが，
ともあれ，その関係は幾多の例証で検討されるべきであろう。
　そこで，本稿では，イエナとゲッチンゲンの場合を取り上げる。この両
市は，共に古い大学を擁する都市であるが，前者は1日東独，現在ドイツ・
チューリンゲン州に属するザーレ川河畔の古都であり，古くは，ワイン集
散地として発展して来た集落で，その沿革史は9世紀にまで遡る。また後
者は，旧西独，現在ドイツ・ニーダー・ザクセン州に属する古都で，ライ
ネ川河畔の二つの商人街道の交差する地点に，10世紀頃，商人町として生
れた小都邑で，その後，落ち着いた閑静な大学町として発展して来た。言
うまでもなく，ドイツの地方都市には，それぞれの個性や歴史があるが，
都市と大学の相関関係にも，また極めて歴史的個性的な独自性があったと
言える。だが，子細に検討すれば，多少の共通性もなくはない。大学の沿
革史から見ても，イエナ大学は1558年，ゲッチンゲン大学はそれより遙か
後の1734年に創立されているが，強いて挙げれば，①中部高地を流れる河
川に臨んだドイツの両都市で，共に多年に亘って育成され続けて来たこと，
②この国に一般的な都心型の大学としての共通性を持ち，しかも③宗教的
には，ヴィッテンベルクの正統派（ルター派）を克服した後の肥沃な精神
的土壌の中に，共に不抜強固な根を降ろした点，（1）④またイエナ大学が光学
機械のカール・ツァイス，ゲッチンゲン大学が印刷出版業のファンデンホ
ーク・ルプレヒトなど，共に大学と密接な関連のある優秀な地場産業を市
内に持っていた点，⑤更には，両大学が共にドイツ有数の名門大学で鉾鈴
たる人物群を輩出している点でも，相互に類似性をもつとも言えよう。そ
れ故，この論文では，イエナとゲッチンゲンの場合を取り上げ，都市と大
学の相互発展交流乃至は共生の歴史について，検討することにしよう。
　　　　　　r
　注
（1）　Kollektiv　des　Historischen　Institut　der　Friedrich－Schiller－Universittit
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Jena（Hrsg．），　Geschichte　der　Universitat　Jena，　Bd．1，　Jena；VEB　Gustav
Fischer　Verlag，1958，（以下GdUJと略称する），S．165．
1．イエナ（Jena）
（1）イエナの概況と市史
　ゲーテは1806年「イエナはいっかな滅びるものではない。私はイエナが
三度倒れて立ち上がるのを見て来た。それは巨大な植物的成長力を有する」
と，『ゲーテ伝』の中で述べているωが，彼亡き後も，イエナは三度どころ
か，その後も，度重なる苦難を耐え抜き，まさに「植物的成長力」をもつ
かの如く，逞しく生き延びて来た。かつて，ナチスの軍靴に躁躍され，第
二次大戦中は，連合国の猛爆撃にさらされて瓦礫の巷と化し，戦後は，40
年以上に亘って，社会主義政権の下にあった。そして，1989～90年の内部
動乱で，東独の崩壊・解体を経験したこの町は，時には瀕死の様相を呈し
ながらも，不死身のような発展を続けていると言っても，決して過言では
ない。
　ザーレ川左岸に位置し，旧東独，現在ドイツ・チューリンゲン州に属す
るイエナ市は，面積58．6平方キロ，標高150m，最近1993年の人口106000人，（2）。
「学芸と技術の町」として，古来この地方で栄えて来た都市で，近隣のヴァ
イマールと共に，二重都市（Doppelstadt）と呼ばれて発展して来ている。
ヴァイマールは，周知の如く，1919年のヴァイマール憲法発祥の地となっ
た都市で，今日でも極めて落ち着いた古都であり，「シュトゥルム・ウント・
ドランク」時代の文人ゲーテやシラーなどの活躍した学芸と文化の地とし
て，余りにも有名であるが，ヴァイマールから東に21kmの地に位置するイ
エナ市もまた，760年にも及ぶ歴史を誇る由緒正しい古都と言えよう。
　東独時代に，「カール・ツァイスと大学の町」と呼ばれたイエナ市は，元
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もと19～20世紀に，大学と精密機械工業の町，つまリドイツにおける学芸
知識・哲学・自然科学と精密工業などの集積基地として，着実な発展を続
けて来た。イエナ市の発展の特徴は，この両者，つまり大学と精密工業と
の二元的・楕円形的な二大中心の存在に，色濃く負うている。現在，屋外
市場が毎日開かれている市役所前のマルクト広場に，1858年ドレーク（F．
Drake）の制作した選挙侯ヨハン・フリードリッヒ1世フォン・ザクセン（Johann－
Friedrich　dem　Grossmutigen）の巨大な銅像Hanfried－Denkmalが立っ
ているのは，彼がこの地に大学を開設したことに因むものである。（3）そして
もう一つの極は，カール・ツァイス（Carl　Zeiss）やショット（Otto　Schott）
などの光学機械工業の発展であった。機械工カール・ツァイス（Carl　Zeiss）
は，1846年この地に機械製造工場を設け，それが拠点となって，精密工学
機械工業が順調に発展した。（4｝そして，1882～85年には，関連産業であるシ
ョットのガラス工場と実験室が出来ている。
　そこで，先ず最初に，古記録の伝えるイエナの歴史を要約しておけば，
既に830～850年に，Jeniと言う集落の名称が，近隣の村々と共に，徴税原
簿に記載されていたと言われる。ザーレ河畔の当時ゲルマンとスラブの境
界地帯にあったこの地には，その後，教会や墓地をもつ村落が出来たとさ
れているが，（5）Ianiの名称で，地代帳に，始めてこの地が記録されたのは，
880～890年である。1182年頃になると，この地方一帯では，葡萄の栽培と
ワインの醸造が行われていたらしく，当時のワイン栽培記録文書が現存し
ている。同じ1182年の古記録によれば，12世紀以降，この地方一帯は，フ
ランケンから移住してきた騎士の一族アウハウゼン（Auhausen）によって，
「緑の町，中部ザーレ渓谷の珠玉」を象徴するJeneの愛称で呼ばれ始めて
おり，彼等一族の活動拠点となっている。ここで地名の由来を述べておけ
ば，J6naの名称は，　mhd．でjanが「刈り取った作物の列」を意味するとこ
ろから，葡萄栽培用語がその起こりと伝えられる。次いで1230年頃になる
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と，イエナには都市の権能が与えられた。1236年の記録には，cives　in　Gene
の名称が見え，1275年初めて市参事会員が選出されている。そして，この
civitasは，ワイン醸造の中心地として発展した。1289～1331年の期間，イ
エナはヴェッチナー（Wettiner）家の所有地となるが，13～14世紀に，こ
こに城塞が築かれ，1430年には，この地方一帯の防衛拠点となった。隅に
塔屋をもつ城壁が出来，約400m×500mの市域の周囲を取り囲んだ。そし
て14世紀始め以来，イエナには，多くの修道院や教会や礼拝堂が次々と建
ち，次いで同世紀後半（正確には1368年の公式文書による）になると，イ
エナ市役所が建設されたが，1380～90年頃には，後期ゴチック形式の巨大
な市教会二ミハエル教会が新たに建造されている。だが1世紀後の1480年
頃には，教会や僧院の権限も漸次衰え，代わって，都市の権限が強化され
て行き，1490年頃には，この町は人口約3800人を数える集落となり，やが
て15世紀初期の頃には，次第に豊かな都市貴族，つまり土地所有者・ワイ
ン山の所有者や商人や手工業者たちの支配する土地となって行った。1405～11
年に通用した当時の通貨イエナ・ペーニッヒに，ワインの町IhENEのシン
ボルとして，二房の葡萄が刻まれているのは，その頃のこの地の産物と経
済力を物語るものであろう。（6）
　さて，その後のイエナ史をひもといてみると，1525年4～5月には，場
末町の貧民と周辺農民の騒擾が勃発，流血騒ぎとなったが，チューリンゲ
ン地方で農民戦争が敗北した為，同年6月には，約20人の革命家がイエナ
のマルクト・プラッツで処刑されている。
　そして学芸ギムナジウムが，皇帝の認可により，4学部の大学Studium
generaleに昇格されたのは1558年であるが，その開校に伴う哲学・医学・
自然科学などの教授陣の誘致と就任とによって，町には科学精神や学芸の
興隆時代が到来し，イエナ市に学芸都市の特徴が付け加わって行くことに
なる。
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　だが，このように学芸都市として発展しかけたイエナは，17世紀に30年
戦争の悪夢を経験し，数次に及んで略奪され尽くした為に，市民の経済活
動は大打撃を被っている。1637年が最悪とも言うべき悲惨・哀実・愁嘆の
どん底の年であったが，総じて17～18世紀は，絶対主義の下に，イエナの
社会的・経済的活動は顕著に停滞した時期と言え，人口も1548年の約4500
人から1820年の約4700人に推移するなど，さして増えていない。（7）イエナの
戸数が1675年425戸，1785年381戸，1850年333戸を記録し，むしろ漸減して
いる（8）のは，その辺の事情を物語るものであろう。
　さて，その後の歴史をみると，1672年から1690年に至るまでの約20年間
に，イエナには，小国ザクセン・イエナ大公国Herzogtum　Sachsen－Jena
の居館が設けられ，この地方一帯の文化の中心地となっている。そして18
世紀初頭には，大公の音楽や芸術愛好の王朝風の気風と，漸く名声を高め
始めたイエナ大学を本拠とする市民たちの精神生活向上の動きとが，密接
に結び付いて，精神的な高みを目指そうとする彼等の文化への憧れや生活
物資への消費欲を拡大し，イエナは始めて学芸と資本主義的発展の為の重
要拠点となって行った。かくて，1785年から1819年にかけての数十年間，
大学の存在によって，この町は，市民文化の「古典時代」と称される時代
を迎えることとなった。この間，1806年プロシア軍がナポレオンに敗北，
同年10月，イエナはナポレオン軍に攻略され，町と大学は大きな被害を被
ったが，大学はからくも存続を許された。尤も，フランス軍の占領中に，
町の模様もかなりフランス風に改造されたと言う（9）が，不幸を辛うじて克服
したこの町は，30年戦争前には，人口4300人を数えるに至っている。働18世
紀のこの町の人口は，1719年4300人，1784年4366人，1790年4336人と記録
されている。（11）
　その後，前述したように，1846年カール・ツァイスとアベ（E．Abbe）教
授の協力によって，光学機械工場が出来，また1882～85年にショットのガ
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ラス工場と実験室が出来ると，前記の特徴と傾向は一層強まった。大学も
教員数400人，学生数約4500人に達し，その研究・教育活動は，イエナの最
重要産業，即ち光学機械・ガラス製造業との相互交流により，爾後一層強
化・拡充された。そして，19世紀後半1860年頃に，この町に初めて蒸気機
関が導入され，資本主義生産手段が始動し始める。19世紀におけるイエナ
の住民数は，1820年4758人，1830年5491人，1840年5949人，1851年6505人，
1861年6983人，1871年8260人，また1864年の住民の職業構成は，手工業者
50％，日雇い16％，研究者・芸術家（学生を除く）10％，官吏・職員・自
由業10％，旅館主・商人9％，農業・ワイン農民4％，工業労働者1％，
計100％と伝えられている。（12）
　かくて20世紀になると，イエナは光学機械産業の一大拠点となり，人口
も1900年には20000人，1914年には49000人に達し，近代的な工業都市の様
相をやおら呈するに至った。イエナの二大企業，ツァイスとショットの従
業員数は，前者が1913年4600人，また後者が1909年1100人と記録されてい
る。だが，その後勃発した第二次大戦中に，イエナは連合国の空爆攻撃に
さらされ，建造物や橋梁などが破壊されて，総額6500万マルクの損害を被
った。戦後の1945年以降東独に組み入れられたイエナは，1975年当時に
は，人口10万人を数える大都市であった。（13｝1992年現在，人口は103000人，
また1993年現在の人口は，100390人（人口密度1712人／平方km）で，余り著
しく変動していない。（14）序でに触れておけば，第二次大戦後，カール・ツァ
イス・イエナは国有化され，宇宙飛行・核研究・医学・天文学研究用など
の光学器具を多く生産するに至った為，独り東独のみに止まらず，世界的
に著名な有数の企業にと成長した。そして1976年マルチ・スペクトラル・
カメラを開発している。現在，多くの生産部門に分かれて働くこの企業の
従業貝総計は4万人で，イエナに働く従業員数はその内の23000人である。（15）
最近の東西両ドイツの統合に伴い，西独のツァイスと合併されたことは，
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周知のところだ。
　最後に，この町に居住した著名な文化人を挙げておけば，まずM．ルタ
ーが1522年にヴァルトブルクの帰途この町で旅装を解き，現存する古い旅
館Schwarzer　Barで宿泊している。またシラー（F．　Schiller）は1789～93
年，フィヒテ（J．G．　Fichte）は1794～99年，へ一ゲル（G．　W．　F．　Hegel）
は1801～07年にかけて，ここに移り住んだ。また近隣の古都ヴァイマール
に居住しており，1815年以降ヴァイマール公国の大臣となったゲーテ（J．W．
v．Goethe）は，イエナ大学の教授の招聰や学術研究所の設立などに盛んに
心血を注いでいる。即ち1806年はナポレオン軍によるイエナの攻略が行な
われた年であるが，その前後の1802年前半と1807年には，ゲーテはしばし
ばイエナの地を訪問している。ついで1815年暮には，ゲーテの仕えていた
ザクセン・ヴァイマール・アイゼナハ大侯爵の構想した全文化施設が，ゲ
ーテの指導下に建設されるが，彼がイエナ図書館の統合事業の監督を任さ
れた1817年には，数カ月に及んでイエナに滞在している。それから3年後
の1820年の夏と秋に，イエナの地を再び訪れていることも知られている。（16）
ハイネマンの『ゲーテ伝』によって，この辺を敷桁しておけば，一時衰退
に瀕していたイエナ大学の教授陣を補充して隆盛に向かわしめ，「好きなイ
エナに行って，自然科学や芸術に没頭し，社交を楽しんだ」と言う。そし
て1806年11月には，危機に直面していた同大学の保護に関する皇帝勅書を
出させることに成功している。「君公の依頼を受けてイエナ図書館の整理統
合に尽捧した」のも，この頃である。（17）そして，その後も1817～22年にかけ
て，イエナの地をしばしば訪れ，現植物園内のガスト・ホフに居住しつつ
様々な助言を行ない，この大学の充実に尽力している。（18｝現在，ここにゲー
テ記念館が造られているのは，その為である。
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（16）P．Boerner，　J．　W．　von　Goethe，　Reinbeck　bei　Hamburg；Rowohlt
　Taschenbuch　Verlag　GmbH，1964，　SS．155－156．
（切　前掲『ゲーテ伝』，II63ページ，　III246ページ，　IV12－13ページ，　IVI17－118
　ページ。
（18）　Ver6ffentlichung　der　Friedrich　Schiller－Universitat　Jena，　Friedrich
　Schiller－Universittit　Jena，　S．36．
②　イエナ大学史素描
　　イエナ大学，正式にはFriedrich－Schiller－Universitat　Jenaは，ドイツ
でも，440年近い歴史と伝統を誇る有数の名門大学である。この大学は，封
建主義が没落し，手工業が成立・発展して，封建的な反動の時代の±ltzaの
中から，始めてのブルジョワ市民革命が成功し，領邦国家の領主たちが次
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第に権力を強化して，新しい反封建闘争の息吹きの開始をほぼ確実にし始
めていた時代に，その礎石の構築をほぼ完了している。
　ドイツの至る所で，自らの統治体制に役立たすべく，時代の宗教的な路
線の傾向に合わせて，その支配体制を，上級学校の学問研鐙や，それへの
理解と包容にと強固に結び付けたのは，地域の支配者たちであったが，1527
年マールプルグ，1544年ケーニヒスベルグと並んで，1548～58年，イエナ
の地に新教の上級学校が設立されたのは，そんな16世紀の学問尊重の気風
と政治風土の下だった。ω中世当時，エルランゲン，ライプチヒ，ヴィッテ
ンベルク，ゲッチンゲンなどと共に，イエナは学生たちに最も好まれた修
学の地であったと言う。（2｝
　先ず，その創立の前史に触れておけば，サラナ（Salana）の時代（1548～1558
年）に遡らなければならない。イエナの地に開校されたこの高等専門学校
は，1547年のシュマールカルデン戦争の後，選挙侯ヨハン・フリードリッ
ヒが，ヴィッテンベルク大学を廃校としたことの代償に，1548年，改革を
終わった元ドミニカ派僧院内に，官吏と神父の養成機関として，学芸ギム
ナジウム（akademisches　Gymnasium）を設置したのが，その始まりであ
る。Salanaと言うのは，初代学長であり，ギリシア・ラテン文献学と古典
哲学の優れ．た教授であったスティゲル（StigeDが，　Salの語がahd．とmhd．
で講堂や住まいを意味する所から，彼の講義室を人文主義ラテン風に命名
した名称であるが，この講堂が，まず好ましい学問的環境をイエナの地に
開花させた。（3｝これは，シュマールカルデン戦争で破壊され尽くしたヴィッ
テンベルク大学の代わりに，イエナの地に新天地を求めるべく，選挙侯が
命名してここに移転させたものである。開校早々のアカデミッシュ・ギム
ナジウムは，二人の教授と約170人の学生から成っていたと言う。（‘）そして，
1548年末までには，主としてチューリンゲン出身の学生169名が学籍簿に登
録される迄になっている。収蔵図書3000冊以上というのも，当時としては，
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かなりの冊数と言える。（5｝
　この大学の校章に，剣を持った選挙侯ヨハン・フリードリッヒを取り囲
んで，MISNI　IOHAN：FRIDERIC　DEI：GRA　DVX：SAXON：ELECT
：LANTGR：THVR：MARCHIOの文字が刻まれているのは，その創立
者である前記のヨハン・フリードリッヒの名に因んだものである。このよ
うに1548年，イエナ大学は，当初は学芸ギムナジウムとして造られ，その
後の1557年，皇帝フェルディナンドー世（Ferdinand　I）によって大学に昇
格された後，翌1558年に正式に開学された。〔6）Der　ALMA　MATER　JENEN・
SISと親近感を込めて，卒業生が母校を称えるこの大学は，（7〕開校当初は，
法学，神学，医学，哲学，自然科学の四学部の講義が開設されており，学
位授与権も与えられていた。
　イエナ大学の歴史に関しては，多くの文献＊が出されているが，以下にそ
の歴史を要約しておけば，
　　　＊文献の中でも，とりわけE．Borkowsky，　Das　alte　Jena　und　seine
　Universitat，　Jena；Eugen　Diederich，1908と開学400年を記念して東独時代
　　に刊行された浩潮膨大な大学史Kollektiv　des　Historischen　Institut　der
　Friedrich－Schiller　Universitat　Jena（Hrsg．），　Geschichte　der　Universitat
　Jena，1548／58－1958，2Bde．，　Jena；VEB　Gustav　Fischer　Verlag，1958～62
　　（以下GuUJと略称する）と，　S．　Schmidt（Hrsg．），　Alma　mater　Jenensis
　Geschichte　der　Universitat　Jena，　Weimar；Bdhlaus　Nachfolger，1983が参
　考になる。
　まず，揺藍期の1548～58年は，イエナの高等教育機関Hohe　Schuleと大
学の創立形成期であった。この期間に，大学の基礎は組織つくられ，学部
の基礎が先ず築かれて，教授陣が次々と招請された。シュトリゲル（V．Strigel）
とシュティゲル（J．Stige1）の両教授が，指導的な役割を果たしたのは，こ
の時期である。現在，1557年8月に出されたフェルディナント皇帝署名の
創立特許状が残っているが，翌1558年1月，イエナを統治していた前記の
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選挙侯ヨハン・フリードリッヒが大学規約に署名した後に，同年2月，選
挙侯たちの居並ぷ中で，新大学として認証され開校された。その前日には，
イエナ市と大学が，三人の選挙侯を祝典に招待している。（8〕大学規約には，
学位授与やその申請者資格が規定されていたが，興味深いのは，申請者へ
の財政的・物質的な要請がかなりの部分を占めていたことである。例えば，
申請者は36ライン・グルダを最初に支払った後，個々の教授や学長と学部
長などに対して，なにがしかの贈物をし，またアドバイスを受けるべく招
待した人々の食事代などの所要経費を全額支払わねばならなかった。同じ
ように興味深いのは，設立当時の大学の学生と市民とは，かなり折り合い
が悪かったらしく，1548～1618年の間に，39件の確執と衝突事件が起こっ
ていると言う。（9）大学揺藍期の学生たちは，ドイツ各地からの奨学生であっ
たが，1555年当時のHohe　Schuleの学生は，47名の奨学生から成っており，
そして1558～73年になると，奨学生は総計174名に増えていた。（1°）また
1558～1652年の期間に，入学手続きをした学生の出身地は，多い順からザ
クセン3450，フランケン2064，オスト・エルベ1419，北ドイツ1221，南ド
イツ・アルザス・スイス817，ハノーファー649，ヘッセン641，オーバー・
ファルツ509などの諸地方であったと伝えられている。（11）次いで，1558～1648
年は，封建諸侯の権力政治とブルジョワ的な諸改革の時代であったが，30
年戦争の時代迄には，学問的な停滞と進歩をめぐっての幾多の論争が，大
学内で展開されている。（12）
　次の世紀，17世紀の前半は，30年戦争が起こり，ルターの正統派とプロ
テスタント・スコラ哲学の全盛時代であったが，イエナの住民は4300人で，（13）
イエナには，1650年当時1000を越える学生が学んでいたと言う。（14）だが，こ
の世紀の後半になると，前期啓蒙主義活動が次第に展開され，為に学問が
大いに興隆した時代であったと言えよう。（15）このような時代背景の下に，イ
エナ大学では，法学部，医学部，哲学部がそれぞれ陣容を強化し，充実さ
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れたのも当然であった。
　さて，18世紀初頭以降は，本格的な敬慶主義と啓蒙の時代と言える。こ
の世紀に，大学は幾多の組織再編が行われ，一層拡充・強化された。学生
数の平均は，1721～30年1446，1731～40年1641，1741～50年1315，1751～60
年1038，1761～77年703であった。〔16）学生の生活スタイルも徐徐に変わり，
ブルジョワ的な生活様式が次第に浸透し始める。そして18世紀末までに，
フィヒテ（G．F．　Fichte），シェリング（F．　W，　J．　Schelling），へ一ゲル（G．
W．F．　Hegel），ゲーテ（J．　W．　v．　Goethe），レンツ（J．　G．　Lenz）などの優
れた教授連や指導者の努力により，大学は精神的な高揚期を迎え，壮麗な
開花全盛時代を経験した。（17）この大学の卒業生であるフィヒテは，1794年教
授となり，知識学を講じて好評を博していたが，無神論者との評を受けて，
、
在職四ヵ年にしてイエナの地を去っている。投石などの学生の嫌がらせを
受けたのも，その動機だったと言う。（18）また，シェリングは，1798年，ゲー
テの紹介により，23歳の若さでイエナ大学に招聰されている。（19一方，ゲー
テは，1787年にかけて，賓客として，しばしばこの地を訪れ，気象学，鉱
物学，博物学などの自然科学や哲学への助言や指導を行っている。㈹そして，
シェリングの学友であった5歳年長のへ一ゲルは，1801年講師になってい
るが，シェリングに遅れること6年後に，漸く教授に就任している。（21｝ヘー
ゲルの伝記によれば，彼はシェリングの紹介により，1801年教授資格試験
に合格，同年の冬学期から私講師として，20～30名の聴講者を前に，各週
4時間の公私の講義を行なっている。〔22）ボン大学とベルリン大学で学んだK．
マルクスは，1841年4月に，イエナ大学に論文を送り，当時許されていた
在宅の申請者として，口述試問を受けることなく，この大学で学位を得て
いる。学位論文は，「デモクリストとエピクロスとの自然哲学の差異」であ
った。（23）18世紀末のイエナ大学の学生数は800と記録されている。（24）現在，18
世紀初頭のイエナ大学学生たちの風貌を描いた肖像画が残されているが，
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それを見ると，学生は皆サーベルを帯び，騎士風の帽子を被って，ガウン
と長靴下で盛装するという，些かヒロイックな出で立ちで描写されてv）る。（25）
フェンシング愛好の硬派学生やロココ風の騎士を気取った粋な学生の豪気
な勇姿には，当時の学生生活が偲ばれて興味深い。
　ここで，1786～1810年当時の四つのドイツ主要大学の学生たちの平均出
席者数を示しておけば，
時　期 Jena　　G6ttingenHalle Leipzig
1786～1790
P791～1795
P796～1800
P801～1805
P806～1810
770　　　　　816
W51　　　　　726
V06　　　　　705
S32　　　　　683
R10　　　　　612
1042
W54
V44
V49
Q48
670
U42
T24
S80
T16
1786～1810614　　　　　708 727 566
　　　出典：S．Schmidt（Hrsg．），　Alma　mater　Jenensis　Geschichte　der　Univer－
　　　　　sittit　Jena，　Weimar；Hermann　Bohlaus　Nachfolger，1983，　S．129．
　さて，1806～71年は，解放戦争，復古，ドイツ統一をめぐる戦乱の時期
であった。（26）即ち，1813～15年の解放戦争と1815年のウィーン会議の結果，
資本主義の進行を著しく阻んで来たドイツの封建的な分割状態は，頓に強
化・推進され，ドイツは，30以上もの主権国家をもつ連邦となった。祖国
愛に燃え，このような母国の惨めな現状に切歯掘腕した学生たちは，1815
年，ドイツの自由主義的・国民的な統一を目指して，イエナ・ブルシェン
シャフト（Ur－Burschenschaft）を結成，後にドイツの国旗の地色となる黒・
赤・金の三色旗を学生運動の旗印として，先駆者的な運動を展開したが，（27）
ついに1817年10月，アイゼナハの近くのヴァルトブルグ（Wartburg）山上
で，ブルシェンシャフト全国会議が約450名の学生を全ドイツから結集して
行われ，その感激と余勢に駆られて，翌1818年10月，全ドイツ・プルシェ
ンシャフト（Allgemeine　Deutsche　Burschenschaft）がイエナの地で結成
されると，イエナ大学は俄然プルシェンシャフト運動の中心拠点校になっ
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た。そして1817年から18年にかけて，この地の学生たちが中心になり，綱
領や1817年10月18日の決定などの基本文書を起草した。｛28｝この運動1≠，人権
擁護・自由主義を志向しつつも，むしろ愛国的乃至はナショナリスト的で
あって，決して民族を越えた広い人類愛に根差すものではなかったが，当
時の若いプルシェンシャフターたちのヒロイックな心情や正義感をいたく
刺激し，瞬く間に，全ドイツに大きな波紋を投じた。かくて，学生たちは，
刀身に「祖国のために」と刻んだ剣を帯び，前記の三色旗を％しつつ，抑
圧からの人権擁護・自由・真理愛を智導理論として，イエナを中心とする
各地で，活発に運動を展開した。（29》この時期に，多くの教授たちがイエナに
迎えられ，学生数も再び800に戻っている。だが，1819年になると，間もな
く厳しい弾圧の時代が始まった。ドイツ連邦の政治家たちは，プルシェン
シャ7トの学生たちに全ての罪をなすりつけ，一致して彼等を取り締まる
為の絶好の好機とすべく，同年の復活祭を期して，100名以上の学生の国外
追放処分を敢行した。学生ばかりでなく，学生と共に運動した「体操の父」
ヤーンや愛国詩人アルントなどの民間人もまた，同時に巻き添えをくい，
アジテーターとして処罰された。かくて，厳しい弾圧と取り締まりの嵐は
荒れ狂い，為に，当時イエナ大学の学生数は600に激減している。（30）
　だが，その後の19世紀後半から20世紀にかけては，帝国主義と激動の時
代であった。具体的に言えば，まずその導入部を成す1871～1918年は，帝
国主義時代への移行期であった。1871年，ドイツ第二帝制が成立して，ビ
スマルクが初代の帝国首相に就任すると，強力な帝国政策が国権を行使し
て展開され，学生たちは再び益々愛国的な行動を繰り返すこととなった。（31）
1908年に「1813年のイエナ大学学生の出陣」と題するホドラー（Hodler）
の大壁画が大学内の大講堂に掲げられたのは，その歴史的な沿革に因むも
のである。（32）
　また，1918～33年は，1918年の11月革命が勃発して，50年近く続いた第
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二帝制が倒れ，翌年8月ヴァイマール憲法が発効，正式にヴァイマール共
和国が成立して，取り分け1921～23年には，幾多のブルジョワ社会民主的
な諸改革が漸次行われた花咲ける平和時代だったが，1933年，遂に鬼子の
ようなヒトラーのファシズム政権が台頭した為，その死命を制されるに至
る迄の時期である。そんないわば文化から野蛮への激変時代に，イエナ大
学では，峰の錦繍の秋の最後の輝きを象徴するかのように，自然科学と医
学の両分野が特に長足の進歩を遂げ，全学の研究教育体制は著しく充実し，
外人学生も頻繁に訪れる中規模大学となった。哲学部では，ノーベル賞受
賞者R．オイケンが，史学部では，中世ドイツ史の権威0．ロレンツが，古
代言語学部では，比較言語学者B．デルブリュック，医学部では，精神病学
者0．ビンスヴァンガーや臨床内科学のH．ノートナーゲルなどが，優れた
研究を行った。（33）インフレと世界経済恐慌の時代には，この大学には，3000
人近い学生が学んでいたが，安定期になると，学生数約2000人にと落ち込
んでいる。そればかりか，この時期の後半になると，帝国主義時代の更な
る進行に伴なって，大学は政治的にもイデオロギー的にも一層保守的・反
動的な府となり，ナショナリスト的な教授陣に専ら支配されるようになっ
て行った。1926年4月，ベルリンの教授たちの呼び掛けで，いわゆるヴァ
イマール・クライシスが結成されたが，イエナの教授は僅か6名しかこれ
に参加せず，また大多数のドイツの教授たちも加盟しなかった為，ヴァイ
マール体制を維持する為のこの組織も，やがて1929年以降，次第に右傾化
して，ファシズムの軍門に降り，あたらの悲劇的なエピソードに終わった。（34｝
ヴァイマール期（1919年）に生れた学生たちの社会主義的な全国組織ASTA
や，イエナ地区の地域組織も，相次いで崩壊した。㈹かくて，イエナでも，
光輝ある伝統を誇る大学が次第に民族主義者の避難所と化し，ファシズム
大学の原型と化して行く。1933～45年のファシズム時代に，大学は著しく
荒廃し，為に1932～38年の学生数は大きく落ち込んで，減少の一途を辿っ
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て行った。㈹即ち，この時代になると，大学内の反ファシストたちに対する
恐怖政治が現出し，1933年4月の官吏再雇用法（Gesetzes　zur　Wiederher－
stellung　des　Berufsbeamtentums）に基づいて，国民経済学の教授であっ
たP．ヘルムベルクや，社会主義者として…著名であったJ．シャクセル，W．
ペーテルス，E．クライン，　K．コルシュなどや，医学史研究者Th．　M．マ
イヤー・シュタイネ久経済学者B．ジョセフィーなどが，続々罷免された
り，休職処分を受けた。そして，このような弾圧は，学園全体にも及び，
全ての反ファシスト組織の禁止を図るべく，1934年2月，新学生規制法の
施行と全ての学生自治活動の根絶を断行した。そればかりか，強引に強行
された学生組織の統制（グライヒシャルトゥング：Gleichschaltung）の結
果，学生たちは，ショービニスト的乃至は民族主i義的・軍国主義的な教育
を受けることを余儀なくされたのである。加うるに，次いで行われたナチ
ス当局の厳しい入学定員の削減措置により，イエナ大学の学生数は，1933
年夏学期の2771名から1938年夏学期の1104名にと激減した。そして，講義
や学生の研究には，急速にファシズム理念が貫徹して行った。そればかり
か，大学内における学生たちの突撃隊奉仕活動SA－Dienstは，1935年の徴
兵義務導入を学園内に逸早く手引きする為の露払いの役割を果したのであ
る。1933年から1937年までに，ヒトラーへの「内部批判」若しくは「左翼
的批判」を行ない，反ファシスト的な言動をしたとの廉で，逮捕されたり
退学される学生が相次いだ。そしてファシズム文教政策の漸次的な浸透の
結果，1945年迄には，学生数は1930年の3110から1944年の1150に減少した
ばかりか，イエナ大学の教授陣も次第に国際的に孤立し，その学問的な業
績も著しく低下した。残っていた99名の主要教授の内，50％がナチ党の主
要メンバーや幹部であったが，その他にも，ファシストの軍事組織や団体
に加盟していて，積極的にナチスを支援した者もいた。そして，当然のこ
とながら，このようなナチス化は，単に教授陣を席巻したのみに止まらな
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かった。1944年当時の学生1150名に対し，実に416名がナチ党の積極的な党
員，また859名が他のファシスト軍国主義組織一部が国家社会主義，ドイツ
労働者党NSDAPに所属していたと言われる。そして1845年2～3月の英
米空軍のイエナ爆撃の結果，歴史的なイエナの町並みの74％と城壁は崩壊
し，64あったイエナ大学の研究所やセミナーやミュゼアムも，1945年春に
は，僅か6を残すに止まり，大学の主要な建造物29の内，27が重大な被害
を被ったばかりか，その中の4は完全に瓦礫と化した。爆撃はシラー庭園
や植物園内の温室やゲーテ管理館にまで及び，第二次大戦の終結に至るま
でに，建造物の75％と設備の52％が破壊されたと言う。（37）
　1945年5月，連合国が勝利すると，イエナ大学の歴史にも，新しい一章
が付け加えられることとなった。この月，ソビエト軍の攻撃によって，フ
ァシスト国家が崩壊した時，大学は物質的にも精神的にも廃嘘に近い状態
であり，（38）その後分断された東独（DDR）では，「社会主義大学」建設の懸
命な努力が，まさに国家的な威信と権威を懸けて，イエナでも続けられた。
　1980年現在，イエナ大学は文系部門で教授118，客員教授11，講師108，
医学部で教授39，客員教授11，講師25，（第1表参照）（39）また学生数は，同
年4482（内女子2524），遠隔地学生649（内女子153），研究生103（内女子37），
外国人97（内半期留学47）の総計5378（第2表参照）（4°｝であった。1961～80
年のイエナ大学の教員数に関しては，第3表を参照されたい。1989～90年
に動乱が起こり，これまで自由な交流を阻んで来た東西の厚い壁が取り除
かれてドイツが統合されたことは，既に1日聞に属するが，イエナ大学も新
たなる再建の歩みを続けている。最新の資料では，1992年現在，学生数7280，
聴講生70と報告されている。（41）
　1992年の要覧によれば，①神学，②哲学，③法学，④経済学，⑤心理・
教育・スポーツ科学，⑥数学，⑦物理・天文・工学，⑧化学，⑨生物学，
⑩医学の10学部があり，植物園，種族博物館，シラー庭園，ゲーテ記念館
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イエナ大学の入学者数と全訪問者数（1548～1940年）
年 ?? 学者 全訪問者 平均在籍学期数
1548～60 2024 9814 392
1561～70 1970 11133 557
1571～80 2528 15825 791
1581～90 2421 12999 650
1591～00 3480 21334 1068
12423 71105
1601～10 3087 18339 916
1611～20 3294 19616 981
1621～30 2711 16917 846
1631～40 2074 13269 664
1641～50 2459 13104 655
13625 81245
1651～60 4989 28829 1441
1661～70 5546 33246 1662
1671～80 4503 27757 1388
1681～90 5162 29958 1498
1691～00 5090 31164 1558
25290 150954
1701～10 5592 27042 1352
1711～20 7190 35993 1800
1721～30 6736 28963 1448
1731～40 6560 32822 1641
1741～50 5134 26311 1315
31212 151131
1751～60 4032 20760 1038
1761～70 2676 14060 703
1771～80 2230 11239 562
1781～90 2983 14340 717
1791～00 3655 18767 938
15576 79166
1801～10 1844 11256 371
1811～20 2226 8822 441
1821～30 2091 10408 520
1831～40 2282 9497 475
1841～50 2293 8272 413
10736 48255
1851～60 2543 8268 413
1861～70 2750 8777 438
1871～80 2993 9108 455
1881～90 3902 12106 605
1891～00 4376 13782 689
16564 52041
1901～10 8047 24214 1211
1911～20 9512 41039 2052
1921～30 15447 48890 2445
1931～40 12204 40422 2021
45210 154565
出典：S，Schmidt（Hrsg．），　Alma　mater　Jenensis　Geschichte　der　Univer－
　　　　　sittitJena，　Weimar；Hermann　Bdhlaus　Nachfolger，　1983．　SS．498－
　　　　　499．
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イエナ大学に在籍した学生数（1548～1940年）
年 正規学生 内女子 遠隔地学生 内女子 研究生 内女子 外国人 総　計
1971 5112 27131783 196 190 55 30 7115
1972 5346 2810 1741 219 172 60 59 7318
1973 4937 30151393 221 156 64 65 6551
1974 46942900 1005 165 130 54 71 5900
1975 4668 2821 781 171 115 56 62／37 5663
1976 4526 2636 683 143 llO 60 84／51 5454
1977 4633 2637651 118 81 48 91／55 5511
1978 4506 2542 683 128 81 37 93／50 5413
1979 4436 2321 707 153 70 33 104／38 5355
1980 4482 2524 649 153 103 37 97／47 5378
出典　S．Schmidt（Hrsg．），　Aima　mater　Jenensis　Geschichte　der　Universittit　Jena，　Weimar；
　　　　　Hermann　B6hlaus　Nachfolger，1983．　SS．500－501．
　　　　　　　　　　　　　　　　第3表　イエナ大学の教員数（1961～1980年）
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73
66
71
77
81
76
84
87
88
93
92
97
105
109
110／5
106／5
111／6
114／9
118／11
出典　S．Schmidt
　　　　　Universittit
　　　　　1983．S．502．
?????????????????
22
24
27
28
27
29
31
31
31
34
34
34／3
37／3
40／4
40／5
39／11
????????
（Hrsg．），　Alma　mater　Jenensis　Geschichte　der
Jena，　Weimar；Hermann　B6hlaus　Nachfolger，
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などの付属施設をもつ。（42）
　現在，ゲーテ・アレーにある大学本部（旧校舎）の建物のほか，主要校
舎は東独時代に建築された26階建て高さ120mの円筒校舎である（43）が，隣地
が光学機械製造のツァイス本社であって，校地が狭隆な為，今後学生数が
伸びた場合，大学の郊外への外延を当然余儀なくしょう。学生だけが入る
ことを許される古い地下壕，学生クラブ「ローゼン・ケラー」は，学生た
ちの精神的な自治活動とオアシス活動の中心となっている。
　注
（1）A．Patschovsky／H．　Rabe（Hrsg．）Die　Universittit　in　Alteuropa，　Kon－
　stanz；UVK　Universittitsverlag　Konstanz　GmbH．1994，　S．151．
（2）E．Maschke／J．　Sydow（Hrsg．），　Stadt　und　Universitat　im　Mittelalter　und
　ln　der　frUheren　Neuzeit，　Sigmaringen；Jan　Thorbecke　Verlag，1977，　S．154．
（3）　Schmidt（Hrsg．），　Alma　mater　Jenensis　Geschichte　der　Universitat　Jena，
　Weimar；Hermann　Bhlaus　Nachfolger，1983．　SS．16－27．　Ver6ffentlichung
　der　Friedrich　Schiller－Universit註t　Jena，　Friedrich　Schiller－Universitat
　Jena，発行年記載なし，　VIL，　Ver6ffentlichung　der　Friedrich　Schiller－
　Universitat　Jena，　Friedrich　Schiller－Universitat　Jena，　Eine　Dokumenta－
　tion　zum　30．　Jahrestag　ihrer　Neuer6ffung，発行年記載なし，（以下FSUJと
　略称す）VII．，　E　H．　Guse，　Jena，　Leipzig；F。　A．　Brockhaus　Verlag，1980，　SS．
　10－11．
（4）E．H．　Guse，　Jena，　Leipzig；F．　A．　Brockhaus　Verlag，1980，　S．10．
（5）S．Schmidt（Hrag．），　op．　cit．，　S．28。
（6）Deutscher　Hochschul　FUhrer，　Band　1，　Stuttgart；Raabe　Verlags－GmbH，
　1992，SS．316－322．
（7）
（8）
（9）
（10）
（11）
（12）
（13）
Borkowsky，　op．　cit．，　S．1．
GdUJ，　Bd．1，　SS．30－33．
GdUJ，　Bd．1，　S．35．
GdUJ，　Bd．1，　SS．55－56．
GdUJ，　Bd．1，　S．58．
S．Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　SS．39－61．
GdUJ，　Bd．1，　S．65．
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（14）
（15）
（16）
（1の
㈹
GdUJ，　Bd．1，　S．71．
S．Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　SS．63－94．
GdUJ，　Bd．1，　SS．167－175．
GdUJ，　Bd．1，　SS．243－296．
当時のフィヒテの生活に関しては，J．　G．　Fichte，　Die　Bestimmung　des
　Menschen，　Stuttgart；Philipp　Reclam　Jun，1962，後書きNachwort（S．214f．）
　に特に詳しい。またE．Borkowsky，　Das　alte　Jena　und　seine　Universitat，
　Jena；Eugen　Diederich，1908，　SS．143－144，　J．　G．　Fichte，　Uber　den　Begriff
　der　Wissenschaftslehre　oder　der　sogenannten　Philosophie，　Stuttgart；
　Philipp　Reclam　Jun．，1972，　S．8も参照されたい。
（19）F．Wiedmann，　G．　W．　F．　Hegel，　Reinbeck　bei　Hamburg；Rowohlt
　Taschenbuch　Verlag　GmbH，1965，　S．28．
???????????????
　Ploetz　Deutsche　Gesc
　Verlag　Ploetz，1979，　S．173．
⑫8》　S．Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　SSユ68－169．
⑳　E．Borkowsky，　op．　cit，，　SS．254－258．
⑳　E．Borkowsky，　op．　cit．，　SS．259－263．なお当時の学生活動の詳細に関しては，
　GbUJ　Bd．1，．　SS．348－360．を参．照されたい。
（31）　GdUJ，　Bd．1，　SS．451－494．
（32）W．Stein，　Der　grosse　kultur　Fahrplan，　MUnchen／Berlin；F．　A．　Herbig
　　Buchhandlung　GmbH，1990，　S．991．　Ver6ffentlichung　der　Friedrich　Schiller－
　　Universitat　Jena，　Friedrich　Schiller－Universittit　Jena，　S．81・
??????????
22
E．Borkowsky，　op．　cit．，　S．202f．
E．Borkowsky，　op．　cit．，　S．237．
F．Wiedmann，　op．　cit．，　S．30　u．　S．142．
FSUJ，　IX．
E．Borkowsky，　op．　cit．，　S222．
E．Borkowsky，　op．　cit．，　SS．94－97．
GdUJ，　Bd．1，　SS．319－450．
E．Borkowsky，　op．　cit．，　SS．249－254．，　W．　Conze　u．　V．　Hentsche1（Hrsg．），
　　　　　　　　　　　　　　　hichte　Epochen　und　Daten，　Freiburg／Wtirzburg；
GdUJ，　Bd．1，　SS．468－488．
S．Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　SS．279－281．
この辺の経緯に関しては，GdUJ，　Bd．1，　SS．585－601に詳しい。
FSUJ，　IX－X．
S．Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　SS．287－302．
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B8）　FSUJ，　IX－X．
B9）S．　Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　S．502．
ω　S。Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　S．501．
④）The　Commission　of　the　European　Communities，　Directory　of　higher
　education　institutions　in　the　European　Community，　Second　ed．　Brussel；
　ECSC－EEC－EAEC，1993，　p．145．
㈲　Deutscher　Hochschul　FUhrer，　Band　1，　Stuttgart；Raabe　Verlags－GmbH，
　1992，SS．316－322．
㈲　Baedekers　ReisefUhrer，　Ostfildern－Kemnat　bei　Stuttgart；Verlag　KarI
　Baedeker，　S．388．
2．ゲッチンゲン（G6ttingen）
（1）ゲッチンゲンの概況と市史
　ゲッチンゲンは，古くから遠い故郷を後にして来ている学生たちをかな
り大事にし，また学生にとっても至極楽しい都会であったらしい。この町
のハノーファー・ザクセン風の異国文化が，この地で学ぶ学生たちを一層
洗練させ，陶治することに役立った。ドイツでは，学友会に入りたての新
入生を由来「狐殿」と呼んだが，1880年頃の狐たちは，ゲッチンゲンの学
生生活を，次のような逸話で彩っている。「それにしても，学生のビール酒
場の費用は決して安くはなく，月に12～20マルクだったが，朝のコーヒー
は，我々にとっては御法度だった。ゲッチンゲン大学は昔から進歩的な大
学Arbeitsuniversitatだったが，この町では，朝からビールを飲むことは，
最大の敬意で見られていた。いやそればかりか，至って真面目な学生です
ら，大学の講義に出る前に，もう居酒屋でジョッキを傾けていた。」ω
　現在ニーダー・ザクセン州に属するゲッチンゲン市は，面積116．89平方
キロ，’W高138～426m，人口134000の緑の多い中都市である。（2）ゲッチンゲ
ン市のことを，人々は，しばしば「大きな大学をもつ小都市」と親近感と
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　　　　　　　　　　　政経論叢　第64巻第5・6号
多少のユーモアを込めて椰楡しがちだが，その場合，この都市には，250年
以上になんなんとするアカデミズムの歴史以前に，400年にも及ぶ長い商業
活動の歴史があり，この町が輝かしい自治の歴史を誇る都市であったこと
を，看過していると言って良い。ゲッチンゲンの名称は，溝とか水路とか
を意味するgutaと言う言葉から由来しているが，その名称は，1000年以上
にも亘って用いられ続けて来ており，その語gutaを語源とするGutingiの
村に，一つのヴィーク（Wik：商人集落）が出来た。そしてゲッチンゲン
は，10世紀になると，gutaとかGutingiなどの名称で，人々に呼ばれる小
集落となっていた。既に953年の古記録には，皇帝オットー1世（Otto　I）
が聖モーリッツ（St．　Moritz）僧院とマグデブルクのイノツェンツ（Innozenz）
とに対して，Gutingi村の所領を与えると，記載されていると言う。（3）かくて，
12世紀の公爵ハインリッヒ獅子王（Heinrich　dem　L6wen）治下の時代に
は，既に都市法を付与される迄になっていた。ω換言すれば，この市は東西
に走る商人街道と，南北に走る商人街道との二つの商人街道「一説には，
ヘルヴェーグ・シュトラーセ（Hellweg　Str．）とケーニヒス・シュトラー
セ（K6nigs－Str．）との交差点に開けた集落（5）がその起こりで，その後，こ
こに市場が開かれて，商業地として発展したと言える。そして，早くも，
915年には，標高155mのハーゲンベルク山頂の城砦ケーニヒスファルツ・
グローネ（KOnigspfalz　Grone）に登る為のライネ川舟航用の河港として，
初めて古文書に登場し，前記のように，953年には，Gutingi村とPfalz　Grona
の名称で，再び史料に記録されるに至っている。そして12世紀には，前述
のハインリッヒ公爵によって，都市づくりが行われ，その後13世紀初頭に
は，初めて都市としての権能を持つに至っている。具体的に言えば，1211
年には，前記のように，商人街道の交差点に位置していたこの町に都市法
が成立し，1293年には，市域を拡大する迄になっているが，（6）この間，1230
年頃になって，町の長老たちや市民の書いた記録文書で，始めて町の概況
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や輪郭が推察しうる迄に発展しており，1232年には，商業特権をこの地の
支配者から付与されている。三つの尖塔と右向きの獅子を象ったゲッチン
ゲン市最古の都市印章Stadtsiegelが始めて出来たのは，13世紀後半の1278
年である。⑦そして，市民たちの生業と商業活動とは，当然のことながら，
安全と保護を要求したから，彼らの周りに城壁と堀とを築くことが必要と
なり，13世紀初頭には，保塁の新設が始まったが，1292年に，城内（intra
muros）と城外（extre　muros）との間が完全に塁壁で区切られた。城内の
旧市内には，聖ヨハニス（塔屋は1119年より着工），（8）聖ヤコビ（1245年の古
文書に始めて登場，現存），（9〕聖ニコライ（1256年の古文書に始めて登場）（10）
の3教会が高く天空に甕立し，他にドミニカ派とフランチスカ派の2僧院
があったと言う。（11）そして1290年以降マリエン教会が新たに建設される。〔12》
　本格的に堀と城壁が整備されたのは，それから遙か後の1362～1547年で
あるが，この町の初めての開花期は，それと前後する1351～1572年で，こ
の期間，ハンザ都市同盟に属して，政治的にも有力な地位を占めるに至り，
人口も2500人に達していた。そして，1530～1600年の期間に，市内には，
イタリア風の市民の様々な家屋が続々と建ち始め，1545年，まず市内中心
のマルクトに商人ギルデハウスが造られた。現在，バージューサー・シュ
トラーセ5番地に，当時の形態のまま残るギルデハウス・ユンケルンシェ
ンケは，初期ルネッサンス様式三層建ての建物で，ゴチック家屋建築の原
型と言われ，その頃美しさとモダンさを大いに喧伝された建物であるが，
1556年，現在地に建築されている。また鍛冶職のシュミード・ギルデハウ
スは，1572年市の目抜き通りのウエーンデル・シュトラーセ（Weender　Strasse）
とマルクト広場との角地に，次いで，製靴職のシューマッハー・ギルデハ
ウスは，1580年に新築されている。（13｝
　17世紀になって，1618～48年の30年戦争の後に，この町の経済的な停滞
安定期が続くが，ゲッチンゲンは市民自治の町として着実に発展した。（14）そ
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して彼等の自治活動は，当然に経済的な発展を志向した為，1351年以降鋳
造され続けて来たゲッチンゲンの刻印をもつ独自の貨幣（グロッシェン・
ペーニッヒ，ターレルなど）が，15世紀から16～17世紀にかけ，数次に及
んで，彩しくこの地で鋳造され続けている。（15》1698年，ハノーファー選挙侯
となったゲオルグ・ルートヴィッヒ（1714年以降イギリス国王ゲオルグ1
世）の時代に，この町の文化はますます発展し，取り分け，1727年に選挙
侯とイギリス国王を継いだ息子のゲオルグ2世の時代に，彼の絶大な庇護
の下に，この町はいよいよ隆盛となった。そして1732年頃から大学づくり
の機運が俄かに進展して，（16）1737年，遂に念願の大学を創立し，　1748年には，
大学は選挙侯の訪問を受ける迄に至っている。ゲッチンゲン大学に自らの
名を冠せしめたのは，その創立に力を尽くしたゲオルグ2世で，彼は治世
開始後10年目に文教都市実現の夢を果たしている。（17｝
　ゲッチンゲンの歴史の中で，ライトモチーフを成すのは，絶えず開明を
志して来た町と学術研究の府＝大学との絶えざる交流の旋律だ。まず前記
のように，1737年選挙侯ゲオルグ・アウグスト・フォン・ハノーファー（ゲ
オルグ2世）Georg　August　v．　Hannoverが，大学を正式にこの地に設け，
自由な思想の啓蒙を目指して，絶対的な研究教育の自由を保障した。女子
学生やユダヤ人学生が初めて入学を許され，講義を聞けるようになったの
は，この大学を以て嗜矢とする。そして大学と関連したマニュファクチャ
ーの発展が見られるようになり，19世紀には，この町に独自の地場産業が
根を下ろして，次第に発達するようになる。㈹即ち，一流の印刷・出版業と
織物業の発展がそれである。まず印刷・出版業について触れておけば，国
民の知的な水準の堅実さに因るものか，或いは15世紀中葉以来，マインツ
に住んだグーテンベルクなどの先人が，聖書印刷で多年培って来た伝統的
な印刷技術の卓抜さによるものか，この国には，由来目配りの利いた良心
的な学術出版物が多いが，ゲッチンゲンは今日でも印刷出版業の一大拠点
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の名に相応しい。すなわち，以前からこの地で操業していたオランダ人印
刷工ヴァンデンホーク（Abraham　Vandenhoeck）が，大学創設に先立つ
こと2年の1735年，大学設立計画当事者との間に契約を結び，これまでの
出版印刷業務の他に，大学関係の出版物や書籍の刊行事業を始めている。（！9）
市内の目抜き通りウエーンデル・シュトラーセで操業を始めたAkademische
Buchhandlung　Calv6rが，この会社であった。（2°）その後1766年，書籍出版
業者ディートリッヒ（Johan　Christian　Dietrich）が事業の操業を開始する
と，この会社と，ヴァンデンホークの未亡人アンナとその支配人カール・
ルプレヒト（Carl　Ruprecht）との共同経営になる会社との間に，熾烈な競
争が展開されて，町の印刷出版業はいよいよ隆盛になり，ゲッチンゲンは
書籍出版の町として全ドイツに有名になった。だが，その後19世紀になる
と，大学の活動と民家の増加とによって，その都市像は間もなく一変し，
織物業が地場産業に新たに付け加わって，土地の産業も次第に多様化する
に至る。かくて，手工業者とその家族は，より安定的な働き場として，市
場の日常的定期的な開設の許可を要請する様になったが，この地で特にこ
の時期に発展したのは，ゲッチンゲン風と言われた伝統織物の生産であっ
た。当時500人の職工の働いていたグレーツェル（Gratzel）社の操業がそれ
である。（21｝このように，この町は，書籍出版業と織物業とによって，18～19
世紀に大いに発展した。
　現在，市の中心にあるマルクト・プラッツには，1369年の礎石のあるア
ルト・ラットハウス（旧市役所）が立ち，1901年以来，ゲッチンゲンのシ
ンボルとして市民に親しまれて来た驚鳥を連れた可憐な少女の銅像Gan－
selieselの立つ噴水があり，市民の格好な憩いの場となっている。この銅像
は，ゲッチンゲン地方に古くから伝承されていた民話に因むものだ。そし
て，市内にはヤコビ・キルへ，聖ヨハニスなどの古い教会が往時のままの
姿で甕え，またハーペンディーク，パァウリナー・シュトラーセ，クルツ
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エ・シュトラーセや，ユンカー酒場のあるバルフユーザー・シュトラーセ
などには，かつての繁栄を偲ばせる木組み三・四層建ての家々が現存して，
この町の往時の歴史を回顧させている。
　1993年現在の市の人口は，128299人，面積11687平方キロ（人口密度1098
人／平方キロ）（22）周囲のゲッチンゲン地区全体を含めても，面積1117平方キ
ロ，人口265000人（人口密度238人／平方キロ）で，（23）至って閑静で落ち着い
た仔まいの都市環境と言ってよい。
　注
（1）Th．　EIIwein，　Die　deutsche　Universittit　vom　Mittelalter　bis　zur
　Gegenwart，　Frankfurt　a．　M．；1992，　SS．208－209．
（2）　Das　deutsche　Sttidtelexikon，　Stuttgart；Xenos，1993，　S．258．
（3）G6ttingen，　Ein　Bildband，　Text　v．　H－M．　KUhn，　u．　J－U．　Brinkmann，
　G6ttingen；Vandenhoeck＆Ruprecht，（以下GEBと略称する）S．5．
（4）　Handbuch　der　historischen　Sttitten　Deutschlands，　Niedersachsen／
　Bremen（以下HdhSD　NBと略称），Stuttgart；Alfred　Kr6ner　Verlag，　S。
　178．
（5）Das　deutsche　Sttidtelexikon，　op．　cit．，　S．259．尤も，この記述には，誤りが
　あるらしく，A．　Saathoff，　Geschichte　der　Stadt　Gdttingen，　G6ttingen；
　Vahdenhoeck＆Ruprecht，1937，　S．11の地図には，　Johnnisdammと言う石
　畳の道路が東西に走り，南北に走る無名の石畳道路と逆丁字形にクロスして
　いる。現地に問い合わせたところ，ゲッチンゲンには，K6nigsallee，　KUnigsstieg，
　K6nigswegと言う北郊から南北に走る道路はあったが，本文中に書いたHel－
　lwegと言う東西道路は，存在しなかったと言う。
（6）Diercke　Lexikon　Deutschland，　Augsburg；Weltbild　Verlag，1990，　S．173．
（7）　A．Saathoff，　oP．　cit．，　SS．28－29．
（8）　A．Saathoff，　op．　cit，　S．16．
’（9）　A．Saathoff，　op．　cit，　S．24．
（10）　A．Saathoff，　op．　cit．，　S．26．
（11）　HdhSD　NB，　S．178．
（12）　A．Saathoff，　oP．　cit．，　S．37．
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　A．Saathoff，　op。　cit．，　SS．144－145．
　E．F．　R6ssler，　Die　GrUndung　der　Universitat　G6ttingen，　Gdttingen；
Verlag　v．　Vandenhoeck，1855，　SS．392－410
　Stich－Haltige，　Beitrage　zur　Geschichte　der　Georgia　Augusta　in　Gdttin－
gen，　G6ttingen；Handenhoeck＆Ruprecht，1987，　S．220
　Das　deutsche　Stadtelexikon，　op．　cit．，　S。259．
　GEB，　S．9．
　Stich－Haltige，　op．　cit．，　S．234．
　GEB，　S．9．
　Der　Fischer　Weltalmanach，　Zalen　Daten　Fakten，　Frankfurt　a．　M；
Fischer　Taschenbuch　Verlag　GmbH，1994，　S．154
　Diercke　Lexikon　Deutschland，　op．　cit．，　S．173．
②　ゲッチンゲン大学史素描
　総じて，ドイツの諸侯支配者は，大学を創立して地域文化を振興するこ
とが，その支配体制を維持する為にも必須不可欠なことを，常に側近から
献策され，支配者の心得として十二分に心得ていた。この国の大学史を顧
みて，特に痛感することは，支配者のそんな高通さと土地の人々の学芸愛
好的な気風が，長い歳月をかけて醸成されて来ていることであり，それが
歴史的な特徴となっていることだ。ゲッチンゲン大学の創立の経緯に関し
ては，A．　Staathoff，　Geschichte　der　Stadt　GOttingen　bis　zur　GrUndung
der　Universitat，　G6ttingen；Handenhoeck＆Ruprecht，1937と，写真入
りの史料が豊富に収録されているH－H－Heinrich（Hrsg。），　Stich－Haltige
Beitrage　zur　Geschichte　der　Georgia　Augusta　in　Gdttingen，　G6ttingen；
Handenhoeck＆Ruprecht，1987（以下Stich－Haltigeと略称する）や，
H．G．　Schlotter（Hrsg．），　Die　Geschichte　der　Verfassung　und　der　Fachbe－
reiche’р?秩@Georg－August－Universitat　zu　G6ttingen，　G6ttingen；Handen－
hoeck＆Ruprecht，1994に詳しいが，それらに拠れば，ゲッチンゲン大学
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の場合にも，政治支配者の大学への積極的な肝いり乃至は肩入れが濃厚に
見られ，例えば，教授は必ず所定の礼服を着用し，市参事会員は黒色，伝
導師はそれぞれ正式の衣服を，また学部の候補老は黒い絹のマントを着用
して叙任式に出席のことと言った類の選挙侯の数々の布告が，その都度，
厳めしく仰せ出されるなど，大学の諸行事が事あるごとに選挙侯から告知
され続けており，善かれ悪しかれ，王国の選挙侯立の大学としてのスター
トが，その揺藍期には見受けられる。1734～37年に開学した「近代的進歩
的」なゲッチンゲン大学も，王に特権付与を請願した時点から，大学づく
りはスタートしている。ωアングロ・サクソン系の国と違って，私立大学が
なく，現在も国公立大学のみが存続しているこの国の特徴でもあろうか。
　1737年，選挙侯ゲオルグ・アウグスト（ゲオルグ2世）が，大学を正式
にこの地に設け，自由な思想の啓蒙を目指して，絶対的な研究教育の自由
を保証したことは，既に市史の項で述べたが，この大学には，これまで他
の大学で認められなかった女子学生やユダヤ人学生の入学も始めて許され，
全ドイツから遊学して来ていた一般学生と共に，講義を聞けるほど，当時
としては進歩的な建学精神が振っていたと言われる。②そこで，まず開学に
至るまでの前史について触れておけば，設立前5～3年の1732～34年頃よ
り，関係者の間で大学新設に関する予備折衝が行われていた。レースラー
は当時の関係者たちの往復書簡を克明に収録しつつ，その経緯を詳細に述
べているが，（3）校章に，1737の数字とGA（Georgia　Augusta）の文字が刻ま
れていることや，この大学の正式の名称がGeorg－August－Universitat
G6ttingenであることが象徴するように，1737年，前記の選挙侯ゲオルグ・
アウグストが，大学をこの地に正式に開校させたのが，その開学のそのも
の由来である。開校の年1737年に制定された大学哲学部の規約には，「全て
の教授は，責任感をもって教育と信条の自由を堅持しつつ，それが宗教や
国家や公序良俗に反する教義でない限り，教育研究することを喜びとすべ
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きである」と定めていたが，この理念は，爾後，全学の精神的伝統となっ
て永く継承された。（4）そして開校後40年には，この大学は700人の俊秀を全ド
イツから集めるようになり，ドイツ最大の大学になったと伝えられる。（5》古
いヨーロッパの大学について記述した書物の中で，「啓蒙時代のドイツ大学一
ゲッチンゲン」を分担執筆したN，ハンマーシュタインは，この時期に「ド
イツの大学は多くの事績を成し遂げ，一斉に花開いたが，ゲッチンゲン大
学の場合にも，大学は啓蒙活動の中心的存在だった。そして，それがゲッ
チンゲン市の特質ともなった」と要約している。｛6）
　二百数十年に及ぷ大学史の中でも特筆大書されるべき政治事件は，1837
年F．C．ダールマン，　H．エヴァルト，　W．ヴェーバー，ヤコブ・グリム，
ヴィルヘルム・グリム＊，G．　G．ゲルビーヌス，　W．　E．アルプレヒトの七教
授が大学から追放された事件である。イギリスとの同盟が瓦壊した後，新
しくハノーファー王となったエルンスト・アウグストが，ゲッチンゲンの
法律家ダールマンの起草した憲法に違反したとして，前記の七教授がこれ
に抗議する為，連名の抗議文を提出したのを端緒に，事態はこれらの教授
たちの追放事件にと発展した。この事件は，自由な思想の啓蒙を目指して
活躍していたブルシェンシャフター（学友会所属学生）たちの正義感をい
たく刺激し，彼等の共感と支持を得た。そしてゲッチンゲンばかりでなく，
全ドイツ各地の教授や学生たちは，憤慨して立ち上がったが，1837年12月，
王エルンスト・アウグストは遂に七教授の追放告知書に署名し，3日以内
にハノーファーの地から退去することを命じた。運動に参加した教授や学
生ばかりでなく，何人かの民間人までも，同じ運命を担った。（7）当時，ヤコ
ブ・グリムは「青年たちの率直で清純な心は，学ぶ者たちもまた，あらゆ
る重要な生活関連事項や国家関係の全てを，彼等の純粋この上ない倫理的
な内奥の精神に照らして判断すべきであるとし，ひたすらに真実の追求で
応えようとした。その純粋さは決して嘘偽りではなかったが，法権力は余
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りに強かった」と述懐し，また翌1838年，「私の退任について」と題する弁
明書の中で，「七教授は自由主義の為の殉教者にも，英雄にもされた」と総
括しつつ，この事件を回顧している。（8）
　　＊ヤコブ・グリム，ヴィルヘルム・グリムの兄弟に関しては，G．　Seitz，　Die
　BrUder　Grimm，　Leben－Werk－Zeit，　MUnchen；Winkler　Verlag，1984，　SS．
　140－143，S．182。　H．　Gerstner，　BrUder　Brimm，　Reinbek　bei　Hamburg；
　Rowohlt　Taschenbuch　Verlag　GmbH，　S．69－86を参照されたい。これらの
　伝記によれば，兄弟はそれ迄ヘッセン選挙侯国に住んでいたが，その北に位
　置するハノーファー王国の古都ゲッチンゲンに招かれたのは，1829年であり，
　翌年兄ヤコブは正教授兼図書館司書に，また弟ヴィルヘルムは図書館司書に
　任ぜられている。ヴィルヘルムが員外教授になるのは1831年である。兄ヤコ
　プの講義を聴講した学生は，32～58名であったが，当時としては，かなりの
　人数であったと言う。そして，この地で，ヤコブは1835年「ドイツの神話」
　　を執筆した。だが，パリで七月革命が勃発し，フランスで自由主義が高揚し
　た1830年以降にあっても，ゲッチンゲンの自由主義思想に対しては，漸次暗
　雲が垂れこめ始め，兄弟の生活にも厳しい試練が待ちうけていた。すなわち，
　前記のように，七教授の抗議活動が思わぬ方向に展開し，勇戦奮闘した兄弟
　は，為に1838年10月，ヴィルヘルム夫人と共に，カッセルに移住せざるを得
　なくなるからである。（9）
　だが，この事件は，ゲッチンゲン大学への弾圧を誘発し，大学生活の萎
靡沈滞を招くこととなった。ベルリン，ミュンヘン両大学などの新興大学
がランクを俄かに向上し，ゲッチンゲン大学は空前の危機に当面した。そ
して，そればかりか，ゲッチンゲン大学の学生生活は，一層規律化され，
厳しく規制されて行った。1840年代の学生生活を律した規律原則を見ると，
「万人は自他とも異なるのであるから，丁重に接すべきこと」（第1条），「学
園（Collegium）内では，未知の隣人をじっと凝視したり，突然の質問によ
って彼の思索を中断させてはならない」（第3条），「学友会員（Burschen－
schaft）の名誉と胎持こそ，自らの所有し，自らに与えられた至上最高の価
値であるから，学生のみならず，市民に対しても，それを殿損する者は，
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名誉心なき人物と見倣され，果ては不評を買うことになる」（第14条）とあ
り，また「農民を見捨てるものは，蛮人である」（第19条）といった類いの
諸規律が，事細かく取り決められていた。（1°）当時の学生生活の一端が偲ばれ
よう。だが，このような学生生活も，欧州の動きからは孤立してはいなか
った。1848年3月，折から欧州各国の動きに刺激されて，革命的騒乱がベ
ルリン他のドイツ各地やウィーンで起こると，同月11日，ゲッチンゲンで
も，警察と学生との間に不穏な衝突事件が発生，また5月1日には，学生
たちの示威行進と大集会が行われている。（11）
　さて，1866年のプロイセンによるハノーファー王国の統合は，ゲッチン
ゲン大学関係予算の削減を招き，為に以後この大学からの文相の任命は絶
えたが，代わって，学部は訴願する権限を与えられ，プロシア政府も，1837
年以来続いていたこの大学の停滞状況に，漸く終止符を打つことが出来た。（12）
そして，教授の任用規定などの大学の内部規律も次第に確立されて行く。
1887年のゲッチンゲン大学教授昇進規定を見ると，「任用の承認の前に，学
部は教授候補者に対して，ドイツ語またはラテン語で所定事項を記載した
学位申請論文を提出させ，それにつき，予め諮問すべきこと（Dissertation）」
とか，「昇進は学位記（Diplom）の授与によって行うこと」「手数料は在来
通り459マルクとし，その内150マルクは，論文審査の申請時に提出すべき
ものとする」などの諸規定が列記されている。㈹このような大学内部の規律
化と任用規定の厳格化に伴って，教授陣もますます充実した。1904年，こ
の大学の教授となった近代化学療法の創始者工一リッヒ（P．Ehrlich）は，
1910年，サルバルサンの画期的な合成に成功している。そして，それと並
んで特筆すべきことは，数学・自然科学部門が益々充実し，20世紀を迎え
るに及んで，ガウス（C．F．　Gauss）をリーダーとするこの大学の数学研究
者陣が世界の数学研究の中心となったばかりか，医学部も発展して独自
の臨床部門を設置するに至ったことである。第一次大戦後，外国，取り分
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けアングロ・アメリカ文化圏との学術交流が活発となり，ゲッチンゲン大
’学への財政援助も強化されて，周辺国との国際的な連携交流も一層壁んと
なった。かくて，1919年樹立されたヴァイマール共和国時代を通じて，大
学人はさしたる政治的対立に煩わされることもなく，極めて平和的に研究
に没頭出来たが，1933年ナチスが政権を掌握すると，事態は俄かに一変し
た。ナチス政権が，物理学者でありノーベル賞受賞者であるフランク（J．Frank）
とマックス・ボルン（M．Born）とを大学から追放したからである。その
後，1939年の第二次大戦勃発に至る迄の最大の事件は，暗い谷間の時代に
辛うじて敢行された創立200年祭祝典（1937年）であったと言えよう。とも
あれ，1933～45年のナチス時代は，ゲッチンゲン大学にとっても，苦難と
試練の時代であったと言えよう。
　だが，不幸中の幸いと言うべきか，この大学の場合，戦禍は比較的軽微
であったので，1945年，大学は逸早く講義を再開することが出来た。1952
年農業経済学部が生れ，また1962年経済社会学部が移転を完了，そして1969
年には，学部の新編成が行われて，14学部の陣容となった。この大学は，
18世紀には，学生の大多数が，法学と自然科学と哲学の専攻者であり，啓
蒙哲学者G．C．リヒテンベルクや数学者T．マイヤーなどを育んでいるが，（14）
19世紀になると，大学は，ヤコブ・グリム，ヴィルヘルム・グリムなどの
言語学研究や考古学研究が中心となり，次いで20世紀初頭には，自然科学
の分野で，幾多の画期的な発見と社会的寄与を行った。その創立以来の構
成と専攻学部の編成は，時代の要請の影響を受けて，かなり変遷＊しつつ発
展して来た様子が窺われる。
　＊その変遷の詳細については，H．　G．　Schlotter（Hrsg．），　Die　Geschichte　der
Verfassung　und　der　Fachbereiche　der　Georg－August－Universitat　zu
G6ttingen，　G6ttingen；Vandenhoeck＆Ruprecht，1994，　SS．18f．を参照され
たい。
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　次に，最近の学部別構成に触れおけば，1983年当時，①神学（新教），②
法学，③医学，④歴史哲学（教育学，文化人類学，民族学，東洋学，歴史，
ドイツ文献学，スカンジナビア学，英文学，フィンランド・ウガンダ文献
学，古典文献学，中世ラテン文献学，ロマン語文学，スラブ学，インド・
ゲルマン語学，考古学，美術史，音楽理論，哲学，先史・原史学），⑤数学
（数学，物理学，天文学，化学，鉱物学，古生物学，地理学，生物学），⑥
森林学，⑦農学，⑧国民経済学（経済統計学，オペレーション・リサーチ，
企業経済学，経済教育学，社会学，政策学，出版・コミュニケーション理
論，社会政策，一般教育学，学校教育学，心理学，専門教授法，新教教育
学）の8学部であったが，（15）1993年以降の大学要覧によれば，現在は，①神
学，②法学，③医学，④歴史・文献学，’⑤数学，⑥物理学，⑦化学，⑧地
理学，⑨生物学，⑩森林学などの他に，農学，経済学，社会科学，教育学
などの計14学部にと，拡充強化されている。また社会政策研究所，歴史地
域研究所，森林政策研究所，マックス・プランク研究所などの多彩な研究
機関で，この大学独自の研究活動が行われていることも特徴的だ。㈹また既
に1737年以来開設され，1836年には一万種を越す植物数を集めていたと言
われる植物園も，整備されている。（17）尤も，これらの大学の設備や構成も，
現在の学生気質には，かなり古めかしく感ぜられるらしく，伝聞によれば，
時代離れし過ぎていて，さながら博物館まがいだと酷評する学生もあると
言う。
　1981～82年現在，教員数560，研究職2200，学生数26153と言われるが，㈹
御多分にもれず，最近では，この大学もかなり大衆化して来ており，1992
年学生数3万を超えたと言われている。キャンパスは，現在リングを挟ん
でGeorg－August－UniversitatとUniversitatの二つに分かれ，ゲッチンゲ
ンが大学都市を名乗るほど広大だ。前者には，医学部，農学部，理学部な
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どの主として自然科学系の諸学部が，また後者には，神学，文学，法学，
経済などの文化系諸学部の建物がある。
　昔から，ここで学んだり研究した人々の中には，鈴々たる人物が多く，
1990年迄に，29名がノーベル賞を受賞している。（19｝後に，ドイツ帝国の宰相
となったビスマルクが，若かりし日の前期課程時代（1832～33年，彼17～18
歳）に，ヘレン教授の歴史学講義を聞き，深く歴史に感動したのも，この
大学である。歴史家モムゼンは，自著『ビスマルク伝』の中で，「17歳の時，
彼は法律を学ぶべくゲッチンゲンに赴いたが，他の教科の講義は一切聴か
ず，専らヘレン教授の歴史学と国法学の講義だけを聞いていた。そこで得
たヨーロッパの国家体制に関する見方や見識が，後年の彼をかなり支配し
た。序でに言えば，若きビスマルクは，学生団体Hanoverに加入し，当時
極めて評価の高かったこの町での勉強には，とんと熱を入れず，学生生活
の喜びを満喫することに没頭していた」と記述している，（2°）ヤコブ・グリム，
ヴィルヘルム・グリムの兄弟やノーベル賞受賞者J．フランクとマックス・
ボルンが，本大学の教授であったことは，既に述べたが，その他にも，数
学者であると共に物理学者，天文学者であったC．F．ガウスや，ガウスと
共に1833年電信を発明したW．E．ウェーバー，（21）更には，近代化学療法の
父P．エーリッヒも，この大学の教授として研究に打ち込んでいる。
　注
（1）A．Patschovsky　u．　H．　Rabe（Hrsg．），　Die　Universitat　in　Alteuropa，
　Konstanz；UVK　Universittitsverlag　Konstanz　GmbH，1994，　S．23．
（2）　Das　deutsche　Stadtelexikon，　Stuttgart；Xenos，　S．259．
（3》　E．F．　R6ssler，　op．　cit，，　SS．3－410．
（4）L．Boehm／R．　A．　MUller（Hrsg．），　Hermes　Handlexikon，　Universitaten
　und　Hochschulen　in　Deutshland，　Osterreich　und　der　Schweiz，　DUsseldorf；
　ECON　Taschenbuch　Verlag　GmbH，1983，　S．159．
（5）Diercke　Lexikon　Deutschland，　Augsburg；Weltbild　Verlag，1990，　S．173．
（6）A．Patschovsky　u．　H．　Rabe（Hrsg．），　op．　cit，　S．171．
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（7）H．Gerstner，　op．　cit，　SS．84－85，　H－H－Himme（Hrsg．），　Stich－Haltige，　op．
　cit．，　SS202－205．
（8）　G，Seitz，　op．　cit．，　SS．142－143，　H．　Gerstner，　op．　cit．，　S．83．
（9）　H．Gerstner，　op．　cit．，　SS．69－86．
（10）　Stich－Haltige，　op．　cit，　S．165。
（11）　ditto．，　SS．206－211。
（12）LBoehm／R．　A．　MUller（Hrsg．），　op．　cit．，　S．163．
（13）Th．　Ellwein，　Die　deutsche　Universitat　vom　Mittelalter　bis　zur　Gegen－
　wart，　Frankfurt　a，　M；1992，　SS．220－221．
（14）LBoehm／R．　A．　MUIIer（Hrsg．），　op．　cit．，　SS，161－164．
（15）　ditto．，　S．159．
（16）Deutsher　Hochschul　Fuhrer，　Band　1，　Stuttgart；Dr．　Josef　Raabe　Verlag
　GmbH，1992，　SS．225－233．
（10　Stich－Haltige，　op。　cit．，　SS．114－115．
（18）L．Boehm／R．　A．　MUIler（Hrsg．），　op．　cit．，　S，159
（19）　Diercke　Lexikon　Deutschland，　op．　cit．，　S．173．
⑳W．Mommsen，　Otto　von　Bismark，　Reinbeck　bei　Hamburg；Rowohlt
　Taschenbuch　Verlag，1966，　SS．8－9．
（21）　Stich－Haltige，　oP．　cit．，　S．116　u．　S．120．
むすび
　これまでにベルリン，ボン，イエナ，ゲッチンゲンなどの場合を素材と
して，私はドイツの都市と大学の歴史を見て来たが，これらの四大学に特
徴的に言えることは，ドイツでは，権力者による上からのタテの文化育成
の努力が，歴史的にもかなり濃厚で，それが幾多の名門大学を生み出して
来ていることである。もとより，このことが，大学にとって好ましいか否
かは，別の検討を要するが，ともあれ，それがドイツの大学の特徴であっ
たことを，まず指摘しておきたい。
　都市と大学の相関関係に関しては，ドイツ比較都市史研究所主催のコロ
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キウムで，既に数年来活発な議論が行われている。かなり自省的で良心的
な総括であるが，その問題状況を要約しておけば，①市民生活と大学生活
の相剋関係は全く除去され尽くした訳ではなく，当該都市と大学との対立
も，過去には，少なからず見られた。②大学は当該都市との距離を縮める
為に，長期的には，さしたる努力を余り傾注して来なかったことが反省さ
れる。地域に住むものとしての当然の自覚が，大学人にも必要であろう。
③それにも拘らず，都市と大学の間の交流関係に，大学はある程度の寄与
を行って来ている。④前近代的な都市では，経済的な利用価値を，大学か
ら性急に求め過ぎる嫌いがあること。⑤都市の将来展望に合わせて，大学
’の創立と大学の在り方に関する相関関係の類型学的分析を，今後は試みる
必要があることなどである。ドイツの研究者が行ったこのような総括は，
’極めて自省的な厳しさを秘めており，手放しの楽観論や大学人の功績の自
己顕示とは程遠いが，それだけに，その数々の指摘の信愚性を高めており，
安易な大学の誘致設立論に，厳しい警鐘を奏でるものと言える。ω
　本稿において，私はイエナとゲッチンゲンの場合を素材として，都市と
大学の相関関係を検討して来た。勿論，私も手放しの楽観論や大学人の功
績の自己顕示などに与する意図は更々ないが，それにも拘らず，前記両市
の場合には，かなり模範的な関係だと言えよう。もとより，本稿では，細
かな事象の個々の分析に堕さず，出来るだけロング・レーンジの歴史過程
から回顧するならば，些かは事の本質が掴めるのではないかとの思いで，
専ら叙述に努めたが，日暮れて道遠しの思いのみ繁く，私の念願して止ま
ない透徹した史眼に，一歩でも近付き得ただろうか。
　それにしても，歴史は須與片時も静止していない。今日，都市も大学も，
絶えざる変化を志向しており，改革を迫られていることは，言うまでもな
いが，私が特に心引かれるのは，過去幾星霜にも及ぶ厳しい風雪に耐え，
幾多の試練や困難を克服して，絶えず未来に挑戦し続けて来た都市と大学
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の前進の歩みの逞しさである。いや対立や困難や障害があったからこそ，
都市と大学は，それぞれの相剋と緊張関係の中に，独自の前進を続け得た
とも言えよう。人間の知的な向上への情熱と念願が続く限り，両者の前進
は限りなく続くであろう。
　　注
（1）1993年3月に行われた「都市と大学」と題する第24回比較都市史春期コロ
　　キウムの記録が参考になる。H．　Duchhardt（Hrsg。），　Stadt　und　Universittit，
　K61n；B6hlau　Verlag　GmbH＆Cie，1993，　SS．X　II－XIII．
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